Light Open
オープンするハンドの評価
１．ルール・オブ・１５
（１）４番手のオープン
　　４番手ではＳの枚数とＨＣＰを足して１５以上あればオープンしてもよい。
　　ここでパスすればパスアウトになってしまう。（バランシング・ポジション）しかし、Ｓが短いとオーバーコールされる可能性が大きい。従ってこのようなルールがある。
　　例えば
　　Ｓ：ｘｘｘｘ
　　Ｈ：ＡＫＪｘｘ
　　Ｄ：ｘ
　　Ｃ：ＱＪｘ
　　Ｓ＝４枚
　　ＨＣＰ＝１１点
　　４＋１１＝１５
　　従って１Ｈでオープンしても良い。
２．ルール・オブ・２０
　　１番手と２番手ではハンドのうち最も長いスーツの枚数と２番目に長いスーツの枚数とＨＣＰを足して２０以上あればオープンしてもよい。
　　例えば
　　Ｓ：ＡＫＪｘｘ

５枚

８点
　　Ｈ：ｘｘｘｘ

４枚

０点
　　Ｄ：ＱＪｘ


３枚

３点
　　Ｃ：ｘ


１枚

０点
　　最も長いＳは５枚、次に長いＨは４枚。　５＋　４＝　９
　　ＨＣＰ



　８＋　３＝１１
　　両者を足して


　９＋１１＝２０
　　従って１Ｓでオープンできる。
３．３番手のオープン

　　３番手は10ＨＣＰ位あり、ＨＣＰを２枚位含む５枚メジャーがあればそのメジャーでオープンしても良い。この時最初パスしたパートナーは３枚以上のサポートがあり、10点以上あれば、２Ｃとビッドしてオープナーが正式に13点以上あるかどうかを訊ねる。13点以上あれば２Ｄとビッドし、13点ないときはオープンしたメジャースーツをリビッドする。（ドゥルーリーという。詳細は後程。）最近は十分点数がなくてもオープンするケースが多い。

４．ＨＣＰの調整
　　役に立ちそうな10や９・・・・１点追加

　　（ＫＱ10、ＡＪ９、Ａ10、Ｊ10ｘ）

　　役に立ちそうなシークエンス・・・・１点追加

　　（Ｊ10９、10９８など）

　　ＨＣＰがＡとＫだけの場合・・・・１点追加

　　ＨＣＰがＱとＪだけの場合・・・・１点減点

　　Ｋ、Ｑ、Ｊのシングルトン・・・・１点減点

　　ＫＱ、ＫＪ、ＱＪのダブルトン・・１点減点
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